
【ミシカル便り】岐阜での出会いを、これからの防災につなげて
皆さま、こんにちは。ミシカル事務局です。

地域で活動する方々と出会い、お話しすることは、
これからの取り組みを考える大切な機会になります。

今回は、岐阜での活動をご報告します。

■岐阜で、地域に関わる方々とお話ししました

このたび、岐阜で議員の方々や市長、
危機管理課の方々とお話しする機会がありました。

また、市が主催するイベントにも参加し、
とても刺激をいただきました。

こうした出会いや対話を、
今後のミシカルの取り組みにも
つなげていきたいと考えています。

■地域のつながりを、いざというときの力に

防災では、物資や設備を備えることに加えて、
日頃から人と人がつながっていることも大切です。

地域にどのような人がいて、
どのような活動や支援の仕組みがあるのか。

お互いを知る機会があることは、
災害時に声をかけたり、相談先を考えたりする
手がかりになります。

行政、地域の団体、事業者、住民など、
それぞれに立場や、できることは異なります。

だからこそ、一人や一つの組織で抱え込まず、
日頃から対話を重ねていくことが、
支え合うための土台になるのではないでしょうか。

https://shakaikadai.or.jp/archives/1136


■身近な地域を知ることから

地域とのつながりは、
大きな活動に参加することだけではありません。

近所の方とあいさつを交わす。
自治体の広報で、地域の取り組みを知る。
関心のある催しや、防災訓練の情報を見てみる。

そんな身近なきっかけから、
地域を知る機会が生まれることもあります。

ミシカルも、今回いただいた刺激を力に変えながら、
地域の方々とのつながりを大切に、
取り組みを進めてまいります。

【ミシカル便り】地域と言葉の壁を越えて、支え合いの輪を広げ
ています
皆さま、こんにちは。ミシカル事務局です。

災害への備えを広げていくためには、
日頃からの地域のつながりと、
必要な情報が伝わることが大切です。

今回は、奈良でのつながりづくりと、
ミシカルのアプリの多言語対応についてお届けします。

■奈良の地場産業の方々とのつながりに向けて

先日、奈良市議会議員の方々と、
ミシカルを地場産業の方々へつないでいただくための
お話をしてきました。

地域で事業を営む方々にミシカルを知っていただき、
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つながりを広げていくための一歩です。

防災を、特別なときだけ考えるものではなく、
日々の暮らしや仕事の中で身近に感じられるものへ。

地域の方々との対話を重ねながら、
支え合いの輪を少しずつ広げていきたいと考えています。

■アプリの対応言語に、フランス語が加わりました

ミシカルのアプリに、
新たにフランス語が加わりました。

外国人の方々への支援も、広げています。

災害時には、情報が発信されていても、
言葉が十分に理解できなければ、
必要な行動につなげることが難しい場合があります。

地域で暮らす方や働く方が、
必要な情報を理解し、周囲とつながれること。

そのための備えとして、
言葉の違いにも目を向けていきたいと考えています。

■「伝える」から、一人ひとりに「伝わる」へ

同じ地域で暮らしていても、
分かりやすい言葉や、情報の受け取り方は、
一人ひとり異なります。

外国語での情報に加えて、
難しい言葉を言い換える「やさしい日本語」も、
コミュニケーションを助ける方法の一つです。

大切なのは、外国人の方だからといって、
必要な支援や、理解できる言葉を決めつけないこと。

「どの言葉なら分かりやすいですか」
「何か困っていることはありますか」



日頃のそんなやり取りが、
お互いを知るきっかけになります。

地域のつながりと言葉の両面から、
誰もが支え合いに参加できる防災を目指して、
これからも取り組んでまいります。

必要な支援を、一人ひとりへ。「ラストワンマイル」への挑戦
皆さま、こんにちは。

災害が起きたとき、必要な支援を、
必要としている一人ひとりへどう届けるか。

支援を最後の一人まで届ける「ラストワンマイル」は、
私たちが向き合っていきたい大切な課題です。

今回は、災害関連死ゼロを目指す新たな取り組みと、
そのモデル事業への採択についてお知らせします。

■「ゼロへの挑戦」が、モデル事業に採択されました

このたび、一般社団法人社会課題解決支援協会を幹事者、
有限会社NETSManagementを共同申請者として
応募していた、次の事業が採択されました。

「令和8年度実施（令和7年度補正予算）
半島防災等促進モデル事業」

今回の実証テーマは、
「紀伊半島の孤立集落における
『平時登録情報×地域の支え合い』による
発災直後72時間の初動支援モデル実証」です。

災害が起きた直後の地域で、
日頃からの情報と人のつながりを、
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どのように支援へ結びつけられるかを確かめていきます。

■災害が起きてから、一から調べるのではなく

目指しているのは、災害が起きてから
一から情報を集めるのではなく、
平時から持っている情報に、
発災時の「変化」を加えていくことです。

普段の状況が分かっていれば、
災害によって何が変わり、
どのような支援が必要になったのかを考える
手がかりになります。

その人ができること。
地域でできること。
行政につなぐべきこと。

それぞれを整理し、行政による支援が十分に届くまでの
「支援の空白」を、地域のつながりで
少しでも補えるかを実証していきます。

■「助ける人」「助けられる人」を固定しない

もう一つ、大切にしている考え方があります。

それは、「助けられる側」と「助ける側」を
固定しないことです。

高齢の方や障害のある方など、
普段は支援を受ける可能性がある方も、
その時の状況や、できることによっては、
誰かを支える側に回ることができます。

支援が必要なことと、
誰かの力になれることは、同時に存在します。

一人ひとりの状況と、できることに目を向けながら、
無理なく支え合える仕組みを考えていきます。

■人のつながりと、電源・通信の両面から



今回の実証では、
「命のカルテ（sitte）」と「たすけAI」を通じた
情報と人の接続に加え、
停電や通信途絶を想定した
電源・通信の補完についても検証します。

一般社団法人社会課題解決支援協会が、
人・情報・支援のつながりを中心に実証全体を進め、
有限会社NETSManagementが、
電源・通信・現地実装を支えます。

さらに、消防、防災、バリアフリー、福祉、
薬・服薬、教育・研究など、
各分野の団体・関係者とも連携していきます。

地域の支え合いを、行政や専門機関の支援につなぎ、
実際の地域で使える仕組みに近づけていく取り組みです。

■知っているを、使えるに。つながりを、備えに。

私たちが掲げるのは、
「ゼロへの挑戦」― 災害関連死ゼロを目指して。

日頃から知っている情報や、人とのつながりを、
いざというときに使える備えへ変えていきたい。
その思いを、今回の実証につなげていきます。

実証地域や具体的な内容が決まり次第、
現地での取り組みや進捗もお伝えしてまいります。

これまで関わってくださった皆さま、
協力・助言をいただいた皆さまに、
改めて感謝申し上げます。



【ミシカル便り】「あそび・まなび・であい」を届ける夏のイベ
ントに参加しました

皆さま、こんにちはミシカル事務局です。

このたびの熊本地震、また大雨災害により被害に遭われた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
被災された地域の一日も早い復旧と、皆さまが安心して過ごせる日々が戻りますことを、
心からお祈り申し上げます。

今回は、ミシカルが参加した夏のイベント「ハミング・オアシス」でのご報告と、
そこで改めて感じた「日頃のつながり」の大切さについてお伝えします。

「あそび・まなび・であい」を届けるイベント
日本には、難病や障がいと共に生きる「スペシャルキッズ」が約40万人、
そのうち重い症状を抱える子どもたちが約4万人いると言われています。子どもたちとそのご家族は、
日々多くの制限の中で生活しておられます。

一般社団法人スペシャルキッズサポート振興協会は、
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こうした子どもたちに本来当たり前にあってほしい「あそび・まなび・であい」を届けることを目指し、
夏休みに家族で楽しめる大型イベント「ハミング・オアシス」を毎年開催しています。2025年には、
家族や支援者あわせて1,390名が参加されました。

今年もミシカルとして参加しました
ミシカルも今年、このイベントに参加させていただきました。

今年は「幻肢痛の会」の皆さまにもご参加いただき、
日常からのつながりを持っておくことがどれほど大切かを、
ミシカルを通じてお伝えする機会をいただきました。

「日頃のつながり」が、いざという時の支えになる
災害時、自力での避難や情報の入手が難しい方にとって、頼りになるのは制度だけではありません。
日頃からの「顔の見える関係」があることが、
いざという時に「気づいてもらえる」「助けを求めやすい」という安心につながります。

ミシカルは、こうした日頃からのつながりづくりを、これからも応援していきたいと考えています。

災害時にも、誰も取り残さない社会を目指して
皆さま、こんにちは。
ミシカル事務局です。

このたびの熊本地震により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

被害に遭われた方々が、一日も早く安心して過ごせる日常を取り戻されますよう、
心よりお祈りしております。

災害が起こるたびに、「必要な情報を、必要な人へ、すぐに届けること」の重要性を改めて感じます。

特に、医療的なケアを必要とする方、障がいのある方、外国人観光客の方など、
一人ひとりの状況に応じた情報を、緊急時に正確に共有できる仕組みが必要です。

私たちが取り組んでいる「miteシステム」も、大切な命と情報をつなぐ仕組みとして、より多くの方に知っていただき、普及させてい
く必要があると強く感じています。
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◆映画『時には懺悔を』の試写会に参加しました

先日、協会メンバーである小児科の先生からお誘いいただき、映画『時には懺悔を』の試写会に参加しました。

この作品には、実際に医療的ケアを必要とするお子さまが、俳優として出演されています。

映画を観ながら、まるで「社会の縮図」を見せられ、私たち一人ひとりに問題を提起されているような気持ちになりました。

なぜ、誘拐犯は医療的ケア児を9年間も我が子のように育てたのか。

その問いを軸に、さまざまな親子の関係や、それぞれが抱える事情、命や家族、社会のあり方が描かれています。

「親子とは何か」
「家族とは何か」
「社会は、支援を必要とする人や家族にどのように向き合っているのか」

観る人によって、心に残る場面や感じることが異なる作品だと思います。

決して軽いテーマではありませんが、ぜひ一度、多くの方に観ていただきたい映画です。

映画を通して、医療的ケア児やそのご家族を取り巻く環境、命を支え合う社会について、考えるきっかけになるのではないでしょうか。

映画『時には懺悔を』の詳細はこちら
https://www.tokizan.jp/

◆奈良市と外国人観光客に向けた実証を進めます

miteでは現在、奈良市の観光課と、外国人観光客の方々に向けた小規模実証の実施に向けて、打ち合わせを進めています。

日本を訪れる外国人観光客の方々が、安心して観光を楽しめる環境を整えることはもちろん、災害や急病などの緊急時に、自分の状況を母
国語で伝えられる仕組みをつくることも重要です。

言葉が通じにくい状況では、普段なら伝えられる情報も、十分に伝えられない可能性があります。

持病やアレルギー、服用している薬、緊急連絡先など、命を守るために必要な情報を適切に共有できることが、迅速な支援や対応につなが
ります。

今回の小規模実証を通して、実際に利用される方々の声や課題を確認しながら、より安心して使える仕組みづくりにつなげていきたいと考
えています。

一歩ずつではありますが、miteの活動は、さまざまな方々との連携によって前進しています。

災害時にも、日常生活の中でも、誰もが安心して過ごせる社会を目指して、これからも取り組みを続けてまいります。

https://www.tokizan.jp/


今後の進捗についても、ミシカル便りを通して皆さまにお伝えしてまいります。

引き続き、温かく見守っていただけますと幸いです。

――――――――――
＼ ミシカル防災クイズ ／
――――――――――

【問題】

大きな地震が発生し、強い揺れを感じたとき、最初に取るべき行動はどれでしょうか？

A．すぐに外へ飛び出す

B．急いで火を消しに行く

C．丈夫な机の下などに入り、頭と体を守る

正解

C．丈夫な机の下などに入り、頭と体を守る
地震が発生したとき、最も優先すべきことは、自分の身の安全を確保することです。

強い揺れの中で慌てて移動すると、倒れてくる家具や落下物、
割れたガラスなどによって、けがをする危険があります。

まずは丈夫な机やテーブルの下に入り、机の脚をしっかりと持ちましょう。
近くに机がない場合は、座布団やかばん、腕などで頭を守り、倒れやすい家具や窓ガラスから離れてください。

調理中であっても、強い揺れの最中に無理に火を消そうとするのは危険です。
まず自分の身を守り、揺れが収まってから、落ち着いて火の元を確認しましょう。

また、慌てて外へ飛び出すと、瓦や看板、ガラスなどが落下してくる可能性があります。
周囲の状況を確認し、安全を確保してから避難することが大切です。

災害が起きたときは、まず「身を低くする」「頭を守る」「揺れが収まるまで動かない」と覚えておきましょう。

防災で最初に守るべきものは、自分自身の命です。

消防庁でも、地震時はまず落ち着いて身の安全を確保し、
強い揺れの際は揺れが収まってから火を消すよう案内しています。



ミシカル事務局より

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

◆ミテ→シッテ→タスカル
防災プラットフォーム「ミシカル」
助け愛メンバーの登録者を募集しています！

ひとりひとり助けあえる社会へ。

◆『ミテ→シッテ→タスカル』みんなで学ぶ防災プラットフォーム ミシカル
https://mishikal-touroku.netlify.app/

上記のURLをぜひお友だちや大切な方へ、お伝えください。

大きな一歩！「命のカルテ」を社会へ、そしてすべての人へ
このたび、衆議院議員の先生とお会いし、
災害時に必要な「命のカルテ」についてお話しする機会をいただきました！

私たちが目指しているのは、「災害関連死ゼロ」の社会です。

災害が起きたとき、一人ひとりに必要な支援は異なります。

持病や服用している薬、アレルギー、緊急連絡先、避難生活で必要な配慮など。

こうした命を守るために必要な情報を、必要なときに、必要な人へ届けるための仕組みが「命のカルテ」です。

今回、災害時に起こるさまざまな課題や、平常時から必要な情報を備えておくことの重要性、そして「命のカルテ」がこれからの防災・災
害支援にどのように役立つのかについて、直接お話しさせていただきました。

さらに、奈良市の危機管理・観光を担当される皆さまとも、災害時の対応についてお話しする機会をいただきました。

そこで大きなテーマとなったのが、日本を訪れる外国人の方々への支援です。

日本を安心して楽しんでいただくためには、万が一のときに備え、自分自身の情報を伝えられる環境を整えておくことも大切です。

https://mishikal-touroku.netlify.app/
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特に、多言語化した「sitte」は、日本を楽しんでいただくための心強い備えのひとつです。

災害や突然の体調不良など、いざというとき。
言葉の壁がある中で、自分の状況や必要な支援を伝えることは簡単ではありません。

だからこそ、母国語で自分の情報を登録し、必要なときに自分の状況を伝えられることには、大きな意味があります。

今回のお話の中でも、その重要性についてご理解いただくことができました。

私たちがこれまで考え、つくり、少しずつ育ててきた「命のカルテ」と「sitte」。

その必要性を、より多くの方へ。
地域から社会へ。
そして、日本で暮らす人だけでなく、日本を訪れるすべての人へ。

活動は今、大きく前へ進み始めています。

一つの出会いが、新しいつながりへ。
一つの対話が、未来の仕組みづくりへ。

行政やさまざまな分野の皆さまと連携しながら、「必要な支援が、必要な人に届く社会」の実現に向けて、これからも一歩ずつ進んでまい
ります。

「災害関連死ゼロ」という大きな目標に向けて、
挑戦は、これからさらに広がっていきます。

今後の展開にも、ぜひご注目ください！

奈良県の防災訓練に参加してきました！
先日、奈良県で行われた防災訓練に参加してきました！

今回の訓練では、
実際の災害を想定しながら、

・避難所での対応
・情報共有

https://shakaikadai.or.jp/archives/1047


・地域同士の助け合い

など、「もしもの時」に必要な行動を体験しました。

実際に体験することの大切さ
災害は、
いつ起こるかわかりません。

だからこそ、

「知っておくこと」
「話しておくこと」
「備えておくこと」

が、とても大切だと改めて感じました。

頭で理解しているつもりでも、
実際に動いてみると、
新しく気づくことがたくさんあります。

「避難所ってどう動くんだろう？」
「地域でどんな声かけが必要なんだろう？」

そんなことを考える、
とても大切な時間になりました。

防災訓練の様子がYouTubeで公開されています！
その時に行われた防災訓練の様子は、
YouTubeにも公開されています�

▼訓練の様子はこちら

ぜひご覧ください✨

“難しい防災”ではなく、“できる防災”へ
防災というと、



難しく感じたり、
「ちゃんとやらなきゃ」と思ってしまうこともあります。

でも、
日常の中で少しずつ備えることも、
とても大切な防災です�

これからもミシカルでは、
“見て・知って・助かる”
をテーマに、

みなさんと一緒に、
やさしく防災を考えていけたら嬉しいです�

応援の中で見えた、防災に大切なチームの力

https://shakaikadai.or.jp/archives/1040


こんにちは、ミシカル事務局です。

先日、取組みをご一緒させていただいている
パナソニック野球部 の
JABA京都大会 の試合を応援に行ってきました！

会場には、選手たちの真剣な表情と、
仲間を信じてプレーする空気が広がっていて、
とても心が動かされる時間でした。

スポーツの中には、
防災にもつながる大切な力がたくさんあります。

たとえば――

仲間と声をかけ合うこと。
状況を見て判断すること。
自分の役割を理解して動くこと。

どれも、災害時に「命を守る行動」につながる力です。



私たちはこれから、
スポーツを通じて、
子どもたちにこうした力を自然に身につけてもらえるような
取り組みを広げていきたいと考えています。

「防災」は、知識だけでなく、
人と人とのつながりや、
チームで動く力がとても大切です。

グラウンドで生まれるその力を、
地域や日常の中にも届けていく。

そんな未来を描きながら、
これからの活動を進めていきます。

今後の取り組みも、ぜひ楽しみにしていてくださいね。

【活動報告】多文化共生社会における「すべての命を守る」防災・
安全対策の検討
日本で暮らす外国人の方々が増える中、災害時における安全確保は喫緊の課題です。先日、国籍を問わず、日本に住むすべての人々が日本
人と同様に迅速な救助や支援を受けられる体制づくりについて、具体的な打ち合わせを行ってまいりました。

言語の壁や文化の違いにより、災害時に情報から取り残されてしまうリスクをどう解消するか。行政や現場の皆様と知恵を出し合い、命を
守るための対策を一歩前進させることができました。

「誰一人取り残さない」防災の実現に向け、多角的な視点から実効性のある仕組みづくりに引き続き邁進してまいります。

【活動報告】埼玉県三郷市にて、障害福祉の「国と自治体の連携」

https://shakaikadai.or.jp/archives/1032
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を提案いたしました
先日、埼玉県三郷市を訪問し、障害福祉政策における課題解決に向けた対話を行ってまいりました。

三郷市は障害者支援に対して非常に前向きな姿勢を持っており、今回は特に「国と自治体の間にある制度や運用の溝」をどう埋めるかとい
う点について、具体的な対策を提案いたしました。市側からもその必要性を深くご理解いただき、提案を快く承諾していただくことができ
ました。

今回の訪問で特に感銘を受けたのは、柳瀬議員の圧倒的な行動力と誠実なお人柄です。議員のようなリーダーが現場と政治を繋いでいる三
郷市の福祉の未来は、非常に明るいものであると確信いたしました。

「制度の隙間」に苦しむ人を一人でも減らすため、これからも三郷市のような志ある自治体と共に、実効性のある仕組みづくりを推進して
まいります。

https://shakaikadai.or.jp/archives/1029

